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10．心筋梗塞症の心筋シンチグラム（第8報）

　　－99mTc・PYP陽性例の臨床的分析一
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　急性心筋梗塞症患者に99mTc・・PYP心筋シンチ

グラフィーを行い，臨床的考察を行った．対象は

臨床症状，酵素変動，心電図所見から診断された

急性心筋梗塞症53例で，その内訳は前壁中隔梗塞

31例，下壁梗塞20例，側壁梗塞2例，平均年齢60歳

である．これらに99mTc－PYPを平均12　mCi投与

し，Picker社製Dyna　Camera　3Cを使用し，投与6

時間後に3方向から撮像し，心筋部に集積のない

ものを陰性，心部に不明瞭に若干集積のあるもの

を疑陽性，心筋部に明確にどの撮影方向からも限

定できる集積のあるものを陽性とした．これら陽

性例，陰性例について臨床像を検討した．結果：発

症1カ月以内のシンチでは53例中27例（51％）に陽

性所見を得た．発症後13日以内のシンチでは35例

中27例（77％）に陽性所見を得た．発症13日以内に

陰性であった8例では，GOT平均138　ku，　LDH

平877u，　HBD平均399・uであり，胸部レ線で肺

門陰影の増強，葉間胸水等の所見のある肺うっ血

像陽性例は25％，ジギタリス使用例は13％，利尿

剤使用例0であった．他方，発症14日以後も陽性

であった5例では，GOT平均394　ku，　LDH平

均2338u，　HBD平均966　uと前者に比し有意に高

値を示し，肺うっ血像陽性例は60％，ジギタリス

使用例は60％，利尿剤使用例は20％であった．ま

とめ：酵素変動が高値の症例は発症14日以後も陽

性像を示し，肺うっ血像，ジギタリス使用，利尿

剤使用のない症例は発症13日以内に陰性像を示す

傾向であった．
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11．上腹部にTl・201の異常集積を認めた1例
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　Tl－201による心筋イメージングの有用性にっい

ては，すでに多くの検討がなされ，われわれも左心

室造影所見との関連について報告してきた．140

例以上の虚血性心疾患に心筋イメージングを行っ

ているが，狭心症の1例に上腹部に異常集積を認

めたので報告した．

　症例は54歳男子で，労作狭心症を有し，冠動脈

造影では左前下行枝の完全閉塞と，回旋枝，右冠

動脈に50～75％狭窄が認められ，左室造影では，

前側壁より心尖部にかけ収縮低下があった．これ

らの所見は心筋イメージと一致していた．しかし，

左心室のイメージの下方に正面で円型，第2斜位

と側面では亜鈴型の心筋とほぼ一致する異常集積

を認めた．この異常集積の同定のため，胃腸透視，

胃カメラ，バイオプシー，腹部単純撮影，断層撮

影，さらにGa一腫瘍シンチスキャン等を施行した．

腹部動脈造影なども併用したが，悪性腫瘤の所見

は得られず，肥厚した胃壁を有する牛角形の胃で

あることが判明した．

　すでに報告されたT1－201の初期分布より，消

化管への％Doseは心の約8倍あるので，肥厚し

た胃壁にも可成りの集積が見込まれる．また，牛

角形胃の位置的関係やスキャンの方向なども，こ

の様なシンチグラムを呈した一因と考えている．
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